
　

今
年
の
６
月
に
ト
ル
コ
が
国
連
安
保
理

で
の
対
イ
ラ
ン
制
裁
決
議
案
に
（
ブ
ラ
ジ

ル
と
共
に
）
反
対
票
を
投
じ
て
以
降
、
ト

ル
コ
が
西
洋
か
ら
東
洋
に
志
向
を
変
え
た

の
で
は
な
い
か
と
の
「
東
寄
り
」
議
論
が

国
際
社
会
で
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
議
論
は
、
米
国
が
対
イ
ラ
ン
政
策
を
関

与
か
ら
封
じ
込
め
に
舵
を
切
っ
た
こ
と
に

ト
ル
コ
が
（
ブ
ラ
ジ
ル
と
共
に
）
同
調
し

な
か
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ

る
。
ト
ル
コ
外
交
が
近
隣
諸
国
と
の
関
係

改
善
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の

は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
欧
米
か
ら
の

乖
離
と
理
解
す
る
の
は
正
し
く
な
い
（
ト

ル
コ
の
対
外
関
係
変
化
に
つ
い
て
は
『
ア

ジ
研
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ン
ド
』［
近
刊
］
拙
稿

参
照
）。
ト
ル
コ
国
内
で
は
、ト
ル
コ
の
外

交
上
の
軸
足
が
ぶ
れ
て
い
な
い
と
の
意
見

が
支
配
的
で
あ
る
。
よ
り
重
要
な
の
は
ト

ル
コ
国
内
で
起
き
て
い
る
大
き
な
変
化
で

あ
る
。
ト
ル
コ
の
国
内
政
治
で
は
２
０
０

７
年
以
降
、
大
き
な
流
れ
と
し
て
、
第
２

期
目
に
入
っ
た
親
イ
ス
ラ
ー
ム
（
議
会
制

民
主
主
義
下
で
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
を
擁

護
、推
進
す
る
考
え
）
の
公
正
発
展
党
（
Ａ

Ｋ
Ｐ
）
政
権
が
、
ト
ル
コ
の
厳
格
な
世
俗

主
義
の
緩
和
や
軍
部
の
政
治
的
影
響
力
除

去
を
試
み
て
い
る
。
同
政
権
の
第
１
期
目

は
政
治
的
穏
健
性
と
経
済
安
定
化
重
視
の

路
線
で
国
民
の
支
持
を
得
て
い
た
が
、
対

世
俗
派
攻
勢
で
の
強
引
な
手
法
が
世
俗
派

と
の
対
立
を
顕
在
化
さ
せ
る
と
と
も
に
世

論
に
不
安
感
を
呼
び
起
こ
し
て
い
る
。
本

間 

寧

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

中
東
研
究
グ
ル
ー
プ
長
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稿
で
は
９
月
12
日
に
憲
法
改
正
国
民
投
票

が
実
施
さ
れ
る
ト
ル
コ
の
最
近
の
内
政
を

分
析
す
る
。

国
内
で
の
「
軸
ず
れ
」
議
論

　

国
際
社
会
で
展
開
さ
れ
た
ト
ル
コ
の

「
東
寄
り
」
議
論
は
、ト
ル
コ
国
内
に
や
や

形
を
変
え
て
「
軸
ず
れ
」
議
論
と
し
て
反

映
さ
れ
た
。
国
際
社
会
で
の
議
論
の
焦
点

は
西
か
ら
東
と
い
う
「
方
向
」
だ
っ
た
の

に
対
し
、
ト
ル
コ
で
の
議
論
は
軸
が
元
の

位
置
か
ら
ず
れ
た（
直
訳
だ
と「
滑
っ
た
」）

か
ど
う
か
を
問
題
と
し
て
い
た
。
ず
れ

（「
滑
り
」）は
そ
も
そ
も
否
定
的
な
表
現
で

あ
る
た
め
、
本
来
、
欧
米
志
向
で
世
俗
主

義
的
な
人
々
も
、
中
東
や
イ
ス
ラ
ー
ム
の

伝
統
的
価
値
観
を
重
視
す
る
人
々
も
、

別
々
の
理
由
な
が
ら
、
軸
の
ず
れ
は
起
き

て
い
な
い
と
主
張
し
た
。
前
者
は
、
ト
ル

コ
の
対
外
政
治
経
済
関
係
に
お
い
て
欧
米

が
依
然
と
し
て
中
心
的
な
位
置
に
あ
る
こ

と
を
根
拠
と
す
る
一
方
、
後
者
は
近
年
の

ト
ル
コ
の
中
東
や
コ
ー
カ
サ
ス
諸
国
と
の

関
係
強
化
が
、
こ
れ
ら
地
域
と
の
過
去
の

関
係
軽
視
を
修
正
す
る
た
め
の
軸
の
調
整

で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ト
ル
コ
国
民
の
意

識
の
上
で
は
軸
の
大
き
な
ず
れ
は
起
き
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
求
め

る
世
論
は
弱
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
加
盟

賛
成
派
が
反
対
派
を
上
回
っ
て
い
る
構
図

に
変
わ
り
は
な
い
。
２
０
０
９
年
秋
に
実

施
さ
れ
た
ユ
ー
ロ
・
バ
ロ
メ
タ
ー
（
Ｅ
Ｕ

加
盟
・
加
盟
候
補
諸
国
の
世
論
調
査
）
調

査
結
果
で
も
、
ト
ル
コ
で
は
45
％
が
Ｅ
Ｕ

加
盟
を
「
良
い
こ
と
」
と
答
え
、「
悪
い
こ

と
」と
答
え
た
の
は
26
％
に
と
ど
ま
る
。ト

ル
コ
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
加
盟
賛
成
世
論
は
、

加
盟
見
込
み
に
連
動
し
て
い
る
。
２
０
０

４
年
末
に
Ｅ
Ｕ
が
ト
ル
コ
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
交

渉
開
始
を
承
認
し
た
頃
か
ら
、
特
に
フ
ラ

ン
ス
や
ド
イ
ツ
を
中
心
に
ト
ル
コ
加
盟
反

対
論
が
強
ま
り
、
さ
ら
に
２
０
０
５
年
夏

以
降
Ｅ
Ｕ
が
ト
ル
コ
と
の
加
盟
交
渉
開
始

の
新
た
な
条
件
と
し
て
（
ギ
リ
シ
ャ
系
）

キ
プ
ロ
ス
共
和
国
と
の
関
税
同
盟
実
施

（
す
な
わ
ち
同
国
を
国
家
承
認
す
る
こ
と
）

を
求
め
、
ト
ル
コ
が
（
ト
ル
コ
系
）
北
キ

プ
ロ
ス
へ
の
Ｅ
Ｕ
の
経
済
制
裁
が
解
除
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
こ
れ
を

拒
否
す
る
と
、
２
０
０
７
年
に
は
同
交
渉

が
部
分
凍
結
さ
れ
た
。
ト
ル
コ
の
加
盟
賛

成
世
論
の
弱
ま
り
は
こ
れ
ら
の
動
き
を
反

映
し
て
い
る
。
政
府
も
、
Ｅ
Ｕ
の
交
渉
態

度
に
対
し
て
不
満
を
示
す
も
の
の
、
依
然

と
し
て
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
外
交
の
最
優
先
課
題

と
し
て
い
る
。
レ
ジ
ェ
ッ
プ
・
タ
イ
イ
ッ

プ
・
エ
ル
ド
ア
ン
首
相
は
今
年
６
月
、
Ｅ

Ｕ
内
の
一
部
の
国
が
ト
ル
コ
の
加
盟
を
阻

ん
で
い
る
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
自
体
へ
の
批
判

を
避
け
る
と
と
も
に
、
ト
ル
コ
の
Ｅ
Ｕ
加
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盟
を
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
は
Ｅ
Ｕ
に
課

さ
れ
た
試
験
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
で
、

Ｅ
Ｕ
に
へ
つ
ら
う
こ
と
な
く
加
盟
交
渉
を

続
け
る
と
い
う
姿
勢
を
国
内
向
け
に
示
し

て
い
る
。

ト
ル
コ
の
世
俗
主
義
体
制
の
変
化

　

む
し
ろ
今
の
政
治
の
焦
点
は
、
親
イ
ス

ラ
ー
ム
の
Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
と
ト
ル
コ
の
政
治

体
制
を
維
持
し
て
き
た
国
家
エ
リ
ー
ト
と

の
相
克
で
あ
る
。
ト
ル
コ
共
和
国
の
世
俗

主
義
体
制
は
、軍
部
、世
俗
主
義
政
党
、司

法
官
僚
と
い
う
国
家
エ
リ
ー
ト
に
支
え
ら

れ
て
き
た
。
ト
ル
コ
共
和
国
と
は
、
第
一

次
世
界
大
戦
で
敗
北
し
た
オ
ス
マ
ン
帝
国

が
西
欧
列
強
に
よ
る
解
体
の
危
機
に
瀕
し

て
い
た
と
き
に
軍
人
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ケ
マ

ル
が
祖
国
解
放
戦
争
を
指
揮
し
て
勝
利
し
、

そ
の
勢
い
に
乗
っ
て
１
９
２
３
年
に
、
政

治
体
制
か
ら
宗
教
性
を
排
除
す
る
世
俗
主

義
的
共
和
体
制
と
し
て
樹
立
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
国
家
と
社
会
を
急
速
に
西

欧
化
す
る
た
め
、
一
党
独
裁
下
で
西
欧
の

法
制
度
を
導
入
す
る
と
共
に
イ
ス
ラ
ー
ム

教
団
や
宗
教
的
装
束
を
禁
止
す
る
な
ど
の

世
俗
主
義
改
革
を
実
施
し
た
。
し
か
し
１

９
４
６
年
に
ト
ル
コ
が
複
数
政
党
制
に
移

行
し
た
後
、
宗
教
的
自
由
化
を
唱
え
て
大

衆
を
代
弁
す
る
政
党
が
台
頭
し
、
世
俗
主

義
を
掲
げ
る
政
党
は
少
数
派
に
転
じ
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ル
コ
で
こ
れ
ま

で
世
俗
主
義
体
制
が
維
持
さ
れ
て
き
た
の

は
二
つ
の
要
因
に
よ
る
。
第
１
に
、
世
俗

主
義
的
国
家
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
軍
部
と
司

法
府
が
宗
教
勢
力
の
政
治
体
制
へ
の
浸
透

に
対
し
て
に
ら
み
を
き
か
せ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
軍
部
は
ト
ル
コ
共
和
国
体
制
下

の
こ
れ
ま
で
の
三
つ
（
１
９
２
４
年
、
１

９
６
１
年
、
現
行
１
９
８
２
年
）
の
世
俗

主
義
的
憲
法
の
す
べ
て
の
起
草
に
関
わ
っ

て
き
た
（
こ
れ
ら
三
つ
の
憲
法
は
共
和
国

樹
立
（
１
９
２
３
年
）
お
よ
び
２
回
の
軍

事
ク
ー
デ
タ
ー
（
１
９
６
０
年
、
１
９
８

０
年
）の
後
に
起
草
さ
れ
た
）。
軍
部
は
ま

た
、
宗
教
の
政
治
的
利
用
に
対
し
て
、
軍

事
ク
ー
デ
タ
ー
を
示
唆
し
つ
つ
幾
度
と
な

く
警
告
を
発
し
て
き
た
。司
法
府
で
は
、世

俗
主
義
・
一
元
的
国
家
の
憲
法
原
則
に
反

す
る
疑
い
の
あ
る
政
党
の
解
党
を
最
高
検

察
庁
が
憲
法
裁
判
所
に
対
し
て
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
憲
法
裁
判
所
創
立
の
１
９

６
２
年
以
降
こ
れ
ま
で
七
つ
の
院
内
政
党

が
解
党
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
三
つ
が
反

世
俗
主
義
を
理
由
に
し
て
い
た
（
そ
の
他

４
党
の
う
ち
、
二
つ
は
分
離
主
義
を
理

由
）。
第
２
に
、ム
ス
リ
ム
が
９
割
以
上
を

占
め
る
ト
ル
コ
の
国
民
の
大
多
数
が
、
男

女
平
等
や
教
育
普
及
な
ど
の
世
俗
主
義
の

恩
恵
を
認
識
し
て
い
る
と
と
も
に
、
宗
教

を
政
治
的
に
利
用
す
べ
き
で
な
い
と
考
え

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
厳
格
な
世
俗
主
義
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支
持
者
は
２
割
程
度
と
少
な
い
も
の
の
、

そ
の
逆
の
イ
ス
ラ
ー
ム
体
制
を
求
め
る
意

見
も
２
割
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

　

し
か
し
、
２
０
０
２
年
総
選
挙
で
Ａ
Ｋ

Ｐ
が
親
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
と
し
て
は
ト
ル

コ
で
初
め
て
単
独
政
権
を
築
い
て
か
ら
第

１
の
要
因
に
変
化
が
現
れ
始
め
た
。
同
党

は
従
来
の
親
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
か
ら
改
革

派
が
分
派
し
て
２
０
０
１
年
に
結
党
さ
れ

た
。
Ａ
Ｋ
Ｐ
は
親
イ
ス
ラ
ー
ム
派
政
党
の

過
去
の
解
党
経
験
に
も
学
び
、
穏
健
路
線

に
転
じ
て
自
ら
を
中
道
右
派
政
党
と
主
張
、

２
０
０
１
年
経
済
危
機
後
の
政
権
批
判
票

の
最
大
の
受
け
皿
と
な
っ
た
。
Ａ
Ｋ
Ｐ
政

権
第
１
期
（
２
０
０
２
〜
２
０
０
７
年
）

に
は
ト
ル
コ
で
は
１
９
９
１
年
以
来
の
単

独
政
権
と
し
て
経
済
自
由
化
政
策
を
比
較

的
一
貫
的
に
実
施
し
て
経
済
成
長
回
復
に

寄
与
し
た
。
ま
た
政
治
的
に
は
宗
教
的
言

動
や
政
策
を
差
し
控
え
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
交
渉

開
始
の
条
件
と
な
る
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
基

準
達
成
の
た
め
の
民
主
化
改
革
を
実
施
し

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
が
国
民

か
ら
強
い
支
持
を
受
け
て
い
た
こ
と
や
、

民
主
化
改
革
が
軍
部
の
文
民
統
制
や
宗
教

的
自
由
の
拡
大
な
ど
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
目
的
に
か

な
う
と
の
思
惑
が
あ
っ
た
。

　

民
主
化
改
革
過
程
で
軍
部
の
政
治
的
影

響
力
は
徐
々
に
削
が
れ
て
い
た
が
、
そ
の

軍
部
が
目
立
っ
た
抵
抗
を
示
し
た
の
が
２

０
０
７
年
４
月
だ
っ
た
。
き
っ
か
け
は
２

０
０
７
年
５
月
予
定
の
大
統
領
選
挙
（
国

会
議
員
に
よ
る
間
接
選
挙
）
で
の
候
補
者

選
定
を
巡
っ
て
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
が
同
党
の
ア
ブ

ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
ギ
ュ
ル
外
相
を
推
し
た
こ

と
で
あ
る
。
彼
は
国
際
派
か
つ
穏
健
派
と

見
な
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
彼
の
妻
が
イ

ス
ラ
ー
ム
的
ス
カ
ー
フ
を
着
用
し
て
い
た

た
め
、
大
統
領
夫
人
が
公
式
の
場
で
宗
教

的
装
束
を
ま
と
う
こ
と
に
世
俗
主
義
勢
力

が
反
発
し
た
の
で
あ
る
。
軍
部
が
記
者
会

見
で
次
期
大
統
領
に
世
俗
主
義
遵
守
を
求

め
た
り
参
謀
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
イ
ス

ラ
ー
ム
原
理
主
義
を
許
さ
な
い
と
す
る
警

告
を
掲
載
し
た
り
す
る
と
、
そ
れ
に
呼
応

し
て
世
俗
主
義
市
民
が
大
都
市
で
大
衆
行

動
を
起
こ
し
た
。
そ
の
後
野
党
第
一
党
で

世
俗
主
義
の
共
和
人
民
党
（
Ｃ
Ｈ
Ｐ
）
が

国
会
で
の
大
統
領
選
挙
を
棄
権
す
る
と
憲

法
裁
判
所
が
同
選
挙
を
定
数
不
足
を
理
由

に
無
効
と
す
る
判
断
を
下
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
与
党
が
総
選
挙
を
７
月
に
繰
り
上

げ
て
国
民
の
信
を
問
う
た
の
で
あ
る
。

親
イ
ス
ラ
ー
ム
政
権
の
対
世
俗
派
攻
勢

　

Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
は
２
０
０
７
年
７
月
総
選

挙
で
46
％
と
前
回
総
選
挙
に
比
べ
て
13
％

増
し
の
支
持
率
で
再
任
さ
れ
た
。
第
２
期

Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
は
こ
れ
に
よ
り
勢
い
づ
き
、

第
１
期
よ
り
も
よ
り
大
胆
な
政
策
に
転
じ

た
。
そ
し
て
８
月
に
ギ
ュ
ル
外
相
を
再
び
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大
統
領
候
補
に
立
て
て
国
会
で
選
出
さ
せ
、

10
月
に
大
学
で
の
ス
カ
ー
フ
着
用
自
由
化

の
た
め
の
憲
法
改
正
を
成
立
さ
せ
た
。
そ

れ
と
並
行
し
て
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
影
響
下
に
あ

る
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
な
ど
の
地
方
検
察
庁
は

エ
ル
ゲ
ネ
コ
ン
と
い
う
名
の
テ
ロ
組
織
が

国
家
転
覆
を
企
て
た
と
し
て
軍
部
、
大
学
、

司
法
、
新
聞
記
者
ら
を
テ
ロ
容
疑
で
逮
捕

拘
束
し
始
め
た
。
エ
ル
ゲ
ネ
コ
ン
訴
訟
は

２
０
０
８
年
１
月
に
開
始
さ
れ
た
が
、
多

く
の
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
に
つ
い
て
の

起
訴
か
ら
な
る
た
め
、
そ
の
全
貌
は
い
ま

だ
に
明
ら
か
で
な
い
し
、
検
察
の
主
張
と

証
拠
に
つ
い
て
も
多
く
の
疑
念
が
示
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
裁
判
所
の
許
可
な
く
広
範

な
人
々
に
対
し
て
盗
聴
を
行
っ
た
り
、
被

疑
者
を
漠
然
と
し
た
容
疑
で
長
期
に
（
最

長
で
は
２
年
以
上
も
）
拘
留
し
た
り
す
る

な
ど
の
強
引
な
捜
査
方
法
も
批
判
さ
れ
て

い
る
。
ト
ル
コ
で
信
頼
度
の
高
いK

onda

社
の
２
０
１
０
年
６
月
の
世
論
調
査
で
も

エ
ル
ゲ
ネ
コ
ン
裁
判
に
つ
い
て
、「
政
府
は

非
合
法
組
織
と
戦
っ
て
い
る
」
と
の
答
え

が
55
％
と
多
数
派
で
は
あ
る
が
、「
政
府
は

反
対
勢
力
を
懲
罰
し
て
い
る
」
と
の
答
え

が
45
％
に
達
す
る
な
ど
、
世
論
は
大
き
く

割
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
エ
ル
ゲ
ネ
コ
ン
訴
訟
の
中
で

２
０
０
３
〜
２
０
０
４
年
の
四
つ
の
軍
事

ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
の
訴
え
は
信
憑
性
が
高

い
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
Ａ
Ｋ

Ｐ
政
権
が
誕
生
し
て
間
も
な
い
時
期
に
憲

兵
隊
総
司
令
官
と
陸
軍
第
一
司
令
官
が
首

謀
、
陸
海
空
３
軍
の
司
令
官
を
巻
き
込
ん

だ
計
画
だ
っ
た
が
、
時
の
参
謀
総
長
ヒ
ル

ミ
・
オ
ズ
キ
ョ
ク
が
察
知
し
て
平
穏
に
処

理
し
た
こ
と
を
、
オ
ズ
キ
ョ
ク
自
身
が
２

０
０
９
年
に
間
接
的
に
証
言
し
て
い
る
。

ま
た
今
年
７
月
に
は
２
０
０
３
年
に
計
画

さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
鉄
槌
」
ク
ー
デ
タ
ー

未
遂
事
件
に
関
し
て
現
役
77
、退
役
25
、合

計
１
０
２
名
の
軍
人
に
逮
捕
命
令
が
出
さ

れ
、
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
９
名
の
現

役
将
校
は
８
月
の
軍
部
人
事
最
高
評
議
会

（
首
相
が
年
２
回
主
宰
）
で
、訴
追
者
に
関

す
る
法
律
規
定
に
従
い
昇
格
対
象
外
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
評
議
会
で
イ
ル
ケ

ル
・
バ
シ
ュ
ブ
ー
国
軍
参
謀
総
長
が
推
し

た
次
期
陸
軍
司
令
官
候
補
を
エ
ル
ド
ア
ン

首
相
が
拒
否
し
て
別
の
候
補
が
承
認
さ
れ

る
と
い
う
異
例
の
事
態
も
起
き
た
。
こ
の

よ
う
に
軍
部
の
権
威
は
、
２
０
０
７
年
４

月
の
軍
部
の
大
統
領
選
挙
へ
の
介
入
以
降

大
き
く
揺
ら
い
だ
。

　

そ
の
軍
部
の
代
わ
り
に
世
俗
主
義
勢
力

が
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
の
が
上
級
司
法
府

（
憲
法
裁
判
所
、
最
高
裁
判
所
、
最
高
検
察

庁
、
最
高
行
政
裁
判
所
な
ど
か
ら
な
る
）、

特
に
憲
法
裁
判
所
だ
っ
た
。
エ
ル
ゲ
ネ
コ

ン
訴
訟
を
担
当
し
て
い
た
下
級
司
法
府
の
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判
事
・
検
察
官
は
Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
の
影
響
下

に
あ
っ
た
が
、
上
級
司
法
府
は
人
事
権
で

よ
り
独
立
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
政

権
と
の
距
離
を
保
ち
、
世
俗
主
義
を
堅
持

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
Ｃ
Ｈ
Ｐ
は
、
大

学
で
の
ス
カ
ー
フ
解
禁
の
憲
法
改
正
が
世

俗
主
義
に
反
す
る
と
の
訴
え
を
（
訴
訟
資

格
の
あ
る
野
党
第
一
党
と
し
て
）
憲
法
裁

判
所
に
対
し
て
起
こ
し
違
憲
判
決
を
２
０

０
８
年
６
月
に
勝
ち
取
っ
た
。
こ
れ
に
先

立
ち
、
最
高
検
察
庁
は
３
月
、
憲
法
と
法

律
の
世
俗
主
義
規
定
に
反
し
て
宗
教
国
家

を
打
ち
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
理
由

で
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
解
党
と
首
相
を
含
む
主
要
政

治
家
の
政
治
活
動
５
年
間
禁
止
を
求
め
る

訴
訟
を
起
こ
し
て
い
た
。
憲
法
裁
判
所
は

７
月
に
判
決
を
下
し
て
同
党
を
反
世
俗
主

義
の
中
心
的
存
在
と
認
定
し
つ
つ
も
、
政

党
助
成
金
の
一
部
返
却
と
い
う
軽
微
な
罰

を
科
し
た
だ
け
で
解
党
や
政
治
活
動
禁
止

は
命
じ
な
か
っ
た
が
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
は
上
級
司

法
府
か
ら
の
脅
威
を
再
認
識
し
た
。
さ
ら

に
２
０
０
９
年
７
月
に
は
、
司
法
府
の
定

期
人
事
異
動
に
つ
い
て
の
決
定
を
巡
り
、

（
司
法
府
人
事
の
決
定
機
関
で
あ
る
）判
事

検
事
最
高
委
員
会
の
上
級
司
法
府
選
出
委

員
た
ち
が
、
エ
ル
ゲ
ネ
コ
ン
裁
判
担
当
検

事
・
判
事
の
異
動
を
求
め
て
委
員
長
で
あ

る
司
法
相
と
対
立
す
る
出
来
事
が
起
き
た

（
た
だ
し
異
動
は
起
き
な
か
っ
た
）。

憲
法
改
正
の
国
民
投
票
の
意
味

　

上
級
司
法
府
の
一
連
の
攻
勢
に
対
し
て

Ａ
Ｋ
Ｐ
が
着
手
し
た
の
が
、
今
年
９
月
12

日
に
国
民
投
票
に
か
け
ら
れ
る
憲
法
改
正

案
で
あ
る
。
法
案
は
５
月
に
国
会
で
可
決

し
た
も
の
、
賛
成
票
が
定
数
の
３
分
の
２

に
達
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
発
効
に
は

国
民
投
票
で
の
過
半
数
支
持
が
必
要
と

な
っ
た
。
同
憲
法
改
正
案
は
大
き
く
い
っ

て
、
三
つ
の
柱
か
ら
な
る
。

　

第
１
に
、
司
法
府
、
特
に
憲
法
裁
判
所

と
判
事
検
事
最
高
委
員
会
の
独
立
性
を
弱

め
政
権
与
党
の
影
響
力
を
強
め
る
憲
法
改

正
案
で
あ
る
。
全
26
条
の
憲
法
改
正
案
の

う
ち
12
条
が
司
法
府
に
関
連
し
て
い
る
。

ま
ず
、
憲
法
裁
判
所
に
関
し
て
は
、
現
行

規
定
で
は
憲
法
裁
判
所
の
判
事
11
名
の
う

ち
６
名
に
つ
い
て
は
上
級
司
法
府
が
示
す

候
補
の
中
か
ら
、
残
り
の
５
名
は
司
法
府

外
か
ら
、大
統
領
に
よ
り
選
任
さ
れ
る
。憲

法
改
正
案
で
は
判
事
定
員
を
６
名
増
員
し
、

そ
の
う
ち
５
名
に
つ
い
て
は
司
法
府
外
か

ら
選
任
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

判
事
の
定
員
17
名
の
う
ち
３
名
に
つ
い
て

は
国
会
に
任
命
権
を
与
え
た
。
ま
た
、
政

党
解
党
訴
訟
、
憲
法
改
正
の
違
憲
立
法
審

査
な
ど
重
要
な
判
決
の
成
立
の
た
め
の
条

件
を
、
出
席
判
事
の
３
分
の
２
の
賛
成
と
、

現
行
（
政
党
解
党
は
５
分
の
３
、
憲
法
改

正
は
過
半
数
）
よ
り
も
厳
し
く
し
た
。
次
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に
、
判
事
検
事
最
高
委
員
会
に
関
し
て
は
、

定
員
を
現
行
の
７
名
（
司
法
大
臣
、
司
法

次
官
、
最
高
裁
判
所
代
表
３
名
、
最
高
行

政
裁
判
所
代
表
２
名
）
か
ら
21
名
へ
と
３

倍
に
増
や
し
、
増
員
の
14
名
は
す
べ
て
下

級
司
法
府
な
い
し
司
法
府
以
外
か
ら
選
任

さ
れ
る
こ
と
に
し
た
。

　

第
２
に
、
軍
部
へ
の
文
民
統
制
を
強
化

す
る
条
項
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
軍
部
の

政
治
的
影
響
力
を
削
ぐ
の
に
加
え
、
憲
法

改
正
を
民
主
化
の
た
め
と
国
民
に
訴
え
て

支
持
を
得
る
目
的
が
あ
る
。
軍
人
は
あ
ら

ゆ
る
容
疑
に
つ
い
て
軍
事
法
廷
で
訴
追
さ

れ
て
い
た
が
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
つ
い

て
は
一
般
法
廷
で
扱
う
こ
と
、
１
９
８
０

年
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
実
行
し
た
軍
部
関

係
者
を
訴
追
対
象
外
と
し
て
い
た
規
定
を

廃
止
す
る
こ
と
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　

第
３
に
、
か
ね
て
か
ら
Ａ
Ｋ
Ｐ
が
主
張

し
て
き
た
宗
教
的
自
由
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。
一
つ
は
、
基
本
的
人
権
侵
害
を
理

由
に
個
人
が
憲
法
裁
判
所
へ
訴
え
る
こ
と

を
認
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
学
な

ど
で
の
ス
カ
ー
フ
着
用
自
由
化
を
想
定
し

て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
軍
部
内
で
の
信

教
の
自
由
を
擁
護
す
る
も
の
で
あ
る
。
前

述
の
軍
部
人
事
最
高
評
議
会
で
は
反
世
俗

主
義
的
行
為
を
理
由
に
懲
戒
処
分
が
下
さ

れ
て
き
た
が
、
こ
の
処
分
に
対
し
て
司
法

府
へ
の
異
議
申
し
立
て
を
認
め
た
の
で
あ

る
。
憲
法
改
正
案
の
残
り
の
条
項
は
「
民

主
化
」
の
た
め
の
基
本
的
人
権
の
保
障
に

か
か
わ
る
が
、
三
つ
の
柱
と
は
異
な
っ
て

抽
象
的
な
内
容
で
具
体
的
な
効
果
が
見
え

に
く
い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
上
述
の
憲
法
改
正
案
は
か

な
り
性
質
を
異
に
す
る
多
様
な
提
案
を
含

ん
で
い
る
た
め
、
有
権
者
に
と
っ
て
判
断

が
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
賛
否
の
判
断
は
、

自
ら
支
持
す
る
政
党
の
同
案
に
対
す
る
態

度
を
も
と
に
下
そ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。

直
近
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
賛
成
票
が

や
や
優
位
な
も
の
の
、
反
対
票
と
は
僅
差

に
あ
る
。

政
治
的
膠
着
と
２
０
１
１
年
総
選
挙

　

Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
と
世
俗
派
の
対
立
が
続
く

中
、
同
政
権
が
打
ち
出
し
た
他
の
政
策
も

行
き
詰
ま
っ
て
い
る
。
政
府
は
２
０
０
９

年
夏
以
降
、
ク
ル
ド
人
の
文
化
的
自
由
を

拡
大
す
る
政
策
を
発
表
し
た
。
ト
ル
コ
で

は
最
近
ま
で
、
ト
ル
コ
国
籍
保
有
者
は
す

べ
て
ト
ル
コ
人
で
あ
る
と
い
う
憲
法
規
定

を
理
由
に
、
ク
ル
ド
人
の
文
化
的
自
由
が

制
限
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
、
Ｅ
Ｕ
加
盟

交
渉
準
備
過
程
開
始
を
契
機
に
、
ク
ル
ド

人
の
文
化
的
権
利
は
２
０
０
１
年
以
降
、

憲
法
・
法
改
正
に
よ
り
徐
々
に
拡
大
さ
れ

て
き
た
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
よ

う
と
す
る
の
が
上
記
の
ク
ル
ド
自
由
化
政

策
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
国
営
テ
レ
ビ
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で
24
時
間
ク
ル
ド
語
チ
ャ
ン
ネ
ル
導
入
、

ク
ル
ド
語
地
名
の
復
活
、
ク
ル
ド
地
域
の

分
離
独
立
を
掲
げ
て
き
た
武
装
組
織
ク
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
労
働
党
（
Ｐ
Ｋ
Ｋ
）
投
降
者

へ
の
恩
赦
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
ト
ル
コ

民
主
化
の
た
め
の
重
要
な
政
策
で
あ
る
一

方
で
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
が
ク
ル
ド
地
域
で
の
支
持

拡
大
を
狙
っ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
た
だ

し
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
と
の
直
接
対
話
は
拒
否
し
た
。

こ
れ
を
政
府
に
よ
る
対
ク
ル
ド
懐
柔
・
分

断
策
と
見
た
Ｐ
Ｋ
Ｋ
指
導
者
は
反
発
し
て

一
時
休
戦
を
放
棄
し
、
ク
ル
ド
地
域
を
中

心
に
武
力
攻
撃
を
再
開
し
た
。
国
内
テ
ロ

が
頻
発
化
し
た
の
を
う
け
て
野
党
が
政
府

批
判
を
繰
り
広
げ
た
こ
と
で
、
ク
ル
ド
自

由
化
政
策
は
頓
挫
し
た
。
さ
ら
に
12
月
に

は
院
内
ク
ル
ド
系
政
党
で
あ
る
民
主
社
会

党
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
）
が
憲
法
裁
判
所
の
解
党
命

令
を
受
け
た
。
同
党
員
お
よ
び
議
員
の
多

く
は
新
た
に
平
和
民
主
党
（
Ｂ
Ｄ
Ｐ
）
を

結
党
し
て
こ
れ
に
移
行
し
た
が
、
Ｂ
Ｄ
Ｐ

が
Ｄ
Ｔ
Ｐ
と
比
べ
て
ク
ル
ド
民
族
主
義
や

Ｐ
Ｋ
Ｋ
擁
護
の
姿
勢
を
よ
り
前
面
に
出
し

た
こ
と
で
、
ク
ル
ド
問
題
の
政
治
的
解
決

の
機
運
は
弱
ま
っ
た
。

　

Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
が
第
２
期
に
入
っ
て
世
俗

派
と
の
対
立
路
線
を
強
め
た
こ
と
は
、
国

民
の
賛
同
を
あ
ま
り
得
ら
れ
ず
、
浮
動
層

や
中
間
派
の
離
反
を
招
い
て
い
る
よ
う
に

は
見
え
る
。
２
０
０
７
年
総
選
挙
で
の
Ａ

Ｋ
Ｐ
の
勝
利
を
も
た
ら
し
た
の
は
第
１
期

の
経
済
安
定
化
と
穏
健
路
線
だ
っ
た
。
２

０
０
７
年
選
挙
直
前
のK

onda

社
に
よ

る
世
論
調
査
で
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
下
で
宗
教

的
原
理
主
義
が
強
ま
っ
た
か
と
の
問
い
に
、

「
強
ま
ら
な
か
っ
た
」は
54
％
で
、「
強
ま
っ

た
」
の
33
％
を
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
引
き
離

し
て
い
た
が
、
２
０
１
０
年
６
月
の
同
社

の
世
論
調
査
で
は
、「
強
ま
ら
な
か
っ
た
」

は
43
％
で
、「
強
ま
っ
た
」
の
38
％
に
約
５

ポ
イ
ン
ト
差
に
ま
で
肉
薄
さ
れ
た
。
そ
れ

で
も
Ａ
Ｋ
Ｐ
は
依
然
と
し
て
野
党
に
対
し

て
相
対
的
優
位
を
保
っ
て
い
る
。
確
か
に

Ｃ
Ｈ
Ｐ
の
党
首
が
５
月
、
エ
リ
ー
ト
色
の

強
い
デ
ニ
ズ
・
バ
イ
カ
ル
か
ら
庶
民
的
か

つ
清
潔
感
の
あ
る
ケ
マ
ル
・
ク
ル
チ
ダ

ロ
ー
ル
に
交
代
し
、
精
力
的
な
全
国
遊
説

で
同
党
と
し
て
は
近
年
に
な
い
規
模
の
聴

衆
を
集
め
て
い
る
。
た
だ
し
党
組
織
は
あ

ま
り
活
性
化
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
勢
い
を

定
着
さ
せ
る
条
件
は
弱
い
。
現
状
か
ら
す

る
と
、
ト
ル
コ
で
２
０
１
１
年
７
月
ま
で

に
実
施
さ
れ
る
総
選
挙
で
は
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
が

第
１
期
や
２
期
に
比
べ
て
勢
い
を
欠
く
も

の
の
、
野
党
よ
り
や
や
優
位
な
状
況
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
憲
法
改
正
の

国
民
投
票
で
賛
成
が
反
対
を
上
回
れ
ば
、

Ａ
Ｋ
Ｐ
は
そ
れ
を
政
権
へ
の
信
任
票
と
主

張
し
て
足
場
を
固
め
る
だ
ろ
う
。

（
は
ざ
ま 

や
す
し
）




